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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報を発信する複数の無線位置情報発信機が設け
られ、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報に
もとづいて自己の位置を把握する位置情報認識システムにおいて、
　それぞれの無線位置情報発信機は、位置情報に加えて出力電力レベルを示す情報を発信
する発信手段を備え、
　前記携帯端末装置は、複数の無線位置情報発信機から位置情報および出力電力レベルを
示す情報を受信した場合に、最も低い出力電力レベルを示す情報を発信した無線位置情報
発信機から受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握する制御部を含む
　ことを特徴とする位置情報認識システム。
【請求項２】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報および出力電力レベルを示す情報を発信する
複数の無線位置情報発信機が設けられ、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機の
いずれかから受信した位置情報および出力電力レベルを示す情報にもとづいて自己の位置
を把握する位置情報認識システムにおいて、
　それぞれの無線位置情報発信機は、出力電力レベルを一定時間間隔で変化させて、位置
情報および前記出力電力レベルを示す情報を発信する発信手段を備え、
　前記携帯端末装置は、一定時間内で最も低い出力電力レベルを示す情報とともに受信し
た位置情報と、前記出力電力レベルを示す情報とにもとづいて自己の位置を把握する制御
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部を含む
　ことを特徴とする位置情報認識システム。
【請求項３】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報および出力電力レベルを示す情報を発信する
複数の無線位置情報発信機が設けられ、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機か
ら受信した位置情報および出力電力レベルを示す情報にもとづいて自己の位置を把握する
位置情報認識システムにおいて、
　それぞれの無線位置情報発信機は、出力電力レベルを一定時間間隔で変化させて、位置
情報および前記出力電力レベルを示す情報を発信する発信手段を備え、
　前記携帯端末装置は、一定時間内で複数の無線位置情報発信機の発信手段が発信した出
力電力レベルを示す情報のうち、出力電力レベルが低い順に所定の数の出力電力レベルを
示す情報を選択し、前記選択した出力電力レベルを示す情報と、前記選択した出力電力レ
ベルを示す情報とともに受信した位置情報とにもとづいて自己の位置を把握する制御部を
含む
　ことを特徴とする位置情報認識システム。
【請求項４】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報および出力電力レベルを示す情報を発信する
複数の無線位置情報発信機が設けられ、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機の
いずれかから受信した位置情報および出力電力レベルを示す情報にもとづいて自己の位置
を把握する位置情報認識システムにおいて、
　前記携帯端末装置は、無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベル
を示す情報とにもとづいて前記無線位置情報発信機からの距離を把握し、前記無線位置情
報発信機から受信した位置情報と、把握した前記距離とにもとづいて自己の位置を把握す
る制御部を含む
　ことを特徴とする位置情報認識システム。
【請求項５】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報および出力電力レベルを示す情報を発信する
複数の無線位置情報発信機が設けられ、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機の
いずれかから受信した位置情報および出力電力レベルを示す情報にもとづいて自己の位置
を把握する位置情報認識システムにおいて、
　前記携帯端末装置は、複数の無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力
レベルを示す情報とにもとづいて前記複数の無線位置情報発信機からの距離をそれぞれ把
握し、前記複数の無線位置情報発信機から受信した位置情報と、把握した前記距離とにも
とづいて自己の位置を把握する制御部を含む
　ことを特徴とする位置情報認識システム。
【請求項６】
　複数の無線位置情報発信機が設けられている所定領域内を移動可能であり、それぞれの
無線位置情報発信機が発信する電波の出力電力レベルを設定するための電波出力制御情報
を前記無線位置情報発信機に送信する管理端末を備えた
　請求項１から請求項５のうちのいずれか１項に記載の位置情報認識システム。
【請求項７】
　それぞれの無線位置情報発信機は、他の無線位置情報発信機または携帯端末装置と無線
通信を行うことによって、自機が発信する電波の出力電力レベルの設定を行う制御手段を
含む
　請求項１から請求項５のうちのいずれか１項に記載の位置情報認識システム。
【請求項８】
　それぞれの無線位置情報発信機は、他の無線位置情報発信機と通信を行うことによって
、自機または前記他の無線位置情報発信機が情報を発信するタイミングの設定を行う制御
手段を含む
　請求項１から請求項５のうちのいずれか１項に記載の位置情報認識システム。
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【請求項９】
　複数の無線位置情報発信機がそれぞれ自機の設置位置を示す位置情報を発信し、携帯端
末装置が前記複数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報にもとづいて自
己の位置を把握する位置情報認識方法において、
　それぞれの無線位置情報発信機が、位置情報に加えて出力電力レベルを示す情報を発信
し、
　前記携帯端末装置が、複数の無線位置情報発信機から位置情報および出力電力レベルを
示す情報を受信した場合に、最も低い出力電力レベルを示す情報を発信した無線位置情報
発信機から受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握する
　ことを特徴とする位置情報認識方法。
【請求項１０】
　複数の無線位置情報発信機がそれぞれ自機の設置位置を示す位置情報および出力電力レ
ベルを示す情報を発信し、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機のいずれかから
受信した位置情報および出力電力レベルを示す情報にもとづいて自己の位置を把握する位
置情報認識方法において、
　前記無線位置情報発信機は、出力電力レベルを一定時間間隔で変化させて位置情報およ
び出力電力レベルを示す情報を発信し、
　前記携帯端末装置は、一定時間内で、最も低い出力電力レベルを示す情報とともに受信
した位置情報と、前記出力電力レベルを示す情報とにもとづいて自己の位置を把握する
　ことを特徴とする位置情報認識方法。
【請求項１１】
　複数の無線位置情報発信機がそれぞれ自機の設置位置を示す位置情報および出力電力レ
ベルを示す情報を発信し、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機から受信した位
置情報と出力電力レベルを示す情報とにもとづいて自己の位置を把握する位置情報認識方
法において、
　前記無線位置情報発信機は、出力電力レベルを一定時間間隔で変化させて位置情報およ
び出力電力レベルを示す情報を発信し、
　前記携帯端末装置は、一定時間内で、複数の無線位置情報発信機の発信手段が発信した
出力電力レベルを示す情報のうち、出力電力レベルが低い順に所定の数の出力電力レベル
を示す情報を選択し、前記選択した出力電力レベルを示す情報と、前記選択した出力電力
レベルを示す情報とともに受信した位置情報とにもとづいて自己の位置を把握する
　ことを特徴とする位置情報認識方法。
【請求項１２】
　複数の無線位置情報発信機がそれぞれ自機の設置位置を示す位置情報および出力電力レ
ベルを示す情報を発信し、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機のいずれかから
受信した位置情報と出力電力レベルを示す情報とにもとづいて自己の位置を把握する位置
情報認識方法において、
　前記携帯端末装置は、無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベル
を示す情報とにもとづいて前記無線位置情報発信機からの距離を把握し、前記無線位置情
報発信機から受信した位置情報と、把握した前記距離とにもとづいて自己の位置を把握す
る
　ことを特徴とする位置情報認識方法。
【請求項１３】
　複数の無線位置情報発信機がそれぞれ自機の設置位置を示す位置情報および出力電力レ
ベルを示す情報を発信し、携帯端末装置が前記複数の無線位置情報発信機のいずれかから
受信した位置情報と出力電力レベルを示す情報とにもとづいて自己の位置を把握する位置
情報認識方法において、
　前記携帯端末装置は、複数の無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力
レベルを示す情報とにもとづいて前記複数の無線位置情報発信機からの距離をそれぞれ把
握し、前記複数の無線位置情報発信機から受信した位置情報と、把握した前記距離とにも
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とづいて自己の位置を把握する
　ことを特徴とする位置情報認識方法。
【請求項１４】
　無線位置情報発信機は、前記所定領域内を移動可能であってそれぞれの無線位置情報発
信機が発信する電波の出力電力レベルを設定するための電波出力制御情報を送信する管理
端末から受信した電波出力制御情報に従って出力電力レベルを設定する
　請求項９から請求項１３のうちのいずれか１項に記載の位置情報認識方法。
【請求項１５】
　無線位置情報発信機が、他の無線位置情報発信機または携帯端末装置と無線通信を行う
ことによって、自機が発信する電波の出力電力レベルの設定を行う
　請求項９から請求項１３のうちのいずれか１項に記載の位置情報認識方法。
【請求項１６】
　無線位置情報発信機は、他の無線位置情報発信機との間で、自己の出力電力レベルまた
は電波到達範囲を示す情報の通信を行い、他の無線位置情報発信機から受信した前記情報
と自己の前記情報とにもとづいて、それぞれの無線位置情報発信機の最適出力電力レベル
を決定する
　請求項１５記載の位置情報認識方法。
【請求項１７】
　無線位置情報発信機は、携帯端末装置と無線通信を行うことによって携帯端末装置の移
動方向を予測し、
　予測した移動方向における他の無線位置情報発信機が、出力電力レベルを高くする
　請求項１５記載の位置情報認識方法。
【請求項１８】
　無線位置情報発信機は、携帯端末装置と無線通信を行うことによって携帯端末装置との
間の距離を把握し、その距離が大きくなるにつれて出力電力レベルを低くする
　請求項１５記載の位置情報認識方法。
【請求項１９】
　無線位置情報発信機は、他の無線位置情報発信機と通信を行うことによって、自機また
は前記他の無線位置情報発信機が情報を発信するタイミングの設定を行う
　請求項９から請求項１３のうちのいずれか１項に記載の位置情報認識方法。
【請求項２０】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報と出力電力レベルを示す情報とを発信する複
数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握
する携帯端末装置であって、
　複数の無線位置情報発信機から位置情報および出力電力レベルを示す情報を受信した場
合に、最も低い出力電力レベルを示す情報を発信した無線位置情報発信機から受信した位
置情報にもとづいて自己の位置を把握する制御部を備えた
　ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項２１】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報と出力電力レベルを示す情報とを発信する複
数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握
する携帯端末装置であって、
　無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とにもとづ
いて前記無線位置情報発信機からの距離を把握し、前記無線位置情報発信機から受信した
位置情報と、把握した前記距離とにもとづいて自己の位置を把握する制御部を備えた
　ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項２２】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報と出力電力レベルを示す情報とを発信する複
数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握
する携帯端末装置であって、
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　複数の無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とに
もとづいて前記複数の無線位置情報発信機からの距離をそれぞれ把握し、前記複数の無線
位置情報発信機から受信した位置情報と、把握した前記距離とにもとづいて自己の位置を
把握する制御部を備えた
　ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項２３】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報と出力電力レベルを示す情報とを発信する複
数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握
する携帯端末装置に搭載されるプログラムであって、
　前記携帯端末装置に搭載されるコンピュータに、
　複数の無線位置情報発信機から位置情報および出力電力レベルを示す情報を受信した場
合に、最も低い出力電力レベルを示す情報を発信した無線位置情報発信機から受信した位
置情報にもとづいて自己の位置を把握する処理を実行させるためのプログラム。
【請求項２４】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報と出力電力レベルを示す情報とを発信する複
数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握
する携帯端末装置に搭載されるプログラムであって、
　前記携帯端末装置に搭載されるコンピュータに、
　無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とにもとづ
いて前記無線位置情報発信機からの距離を把握し、前記無線位置情報発信機から受信した
位置情報と、把握した前記距離とにもとづいて自己の位置を把握する処理を実行させるた
めのプログラム。
【請求項２５】
　それぞれが自機の設置位置を示す位置情報と出力電力レベルを示す情報とを発信する複
数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握
する携帯端末装置に搭載されるプログラムであって、
　前記携帯端末装置に搭載されるコンピュータに、
　複数の無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とに
もとづいて前記複数の無線位置情報発信機からの距離をそれぞれ把握し、前記複数の無線
位置情報発信機から受信した位置情報と、把握した前記距離とにもとづいて自己の位置を
把握する処理を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電波によって位置情報を発信する装置から携帯端末に位置情報を送信して、
携帯端末が、受信した位置情報にもとづいて位置を把握する位置情報認識システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信を行う携帯端末の普及に伴って、携帯端末に内蔵されている表示器に道案内情
報を表示させるナビゲーションシステムなど、携帯端末を利用した種々の応用（アプリケ
ーション）が考えられている。アプリケーションとしてナビゲーションシステムを例にす
ると、ナビゲーションシステムでは、携帯端末は、自己が存在する位置を把握する必要が
ある。位置を把握する方法として、ＧＰＳ衛星からの電波を受信し電波に含まれる情報か
ら位置を把握する方法がある。
【０００３】
　しかし、ＧＰＳを利用したシステムでは、ＧＰＳ衛星からの電波が届かない地下街やビ
ルの谷間等に携帯端末が入ったときには、携帯端末は、位置を認識することができない。
【０００４】
　そこで、所定のサービス領域内において、電波によって位置情報を発信する装置（以下
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、無線位置情報発信機という。）を複数設置し、無線位置情報発信機から無線通信によっ
て受信した情報にもとづいて、携帯端末が位置を把握するシステムが提案されている（例
えば、特許文献１参照。）。そのようなシステムでは、それぞれの無線位置情報発信機が
設置位置に対応する位置情報を記憶し、各無線位置情報発信機は、自己の設置位置を示す
情報を発信する。また、所定のサービス領域内では、いずれの地点においても、携帯端末
は、１つ以上の無線位置情報発信機から電波を受信できるように、各無線位置情報発信機
の設置位置および電波の強度すなわち出力電力が設定されている。なお、所定のサービス
領域内とは、それぞれの無線位置情報発信機からの電波が届く範囲の集合である。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－４４７１０号公報（段落００２４－００２６、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　携帯端末が把握する位置の精度をより高くしたり、隣接する無線位置情報発信機間での
電波干渉を防止したりするには、それぞれの無線位置情報発信機の出力電力を、簡単に、
かつ、状況の変化等に応じて柔軟に制御する必要がある。しかし、特許文献１に記載され
ている従来のシステムには、そのような仕組みは組み込まれていない。従って、携帯端末
が把握する位置の精度を容易に変更したりすることができない。なお、電波干渉とは、例
えば、隣接する無線位置情報発信機が同じ周波数帯の電波を発信するように構成されてい
る場合に、複数の無線位置情報発信機からの電波が重複して受信される範囲が存在し、そ
の範囲では電波の衝突が生じていることを意味する。
【０００７】
　また、従来のシステムでは、パーソナルコンピュータなどの情報入力装置から、ネット
ワークを介して、または直接接続された状態で、それぞれの無線位置情報発信機に対して
制御情報を送り込むことができる。しかし、情報入力装置側において、状況に応じて、そ
れぞれの無線位置情報発信機の出力電力をどのように変更したらよいのかを決定すること
は困難であり、出力電力を状況に応じて適切な値に設定するには、手間やコストがかかる
。
【０００８】
　そこで、本発明は、携帯端末が把握する位置の精度をより高くしたり、隣接する無線位
置情報発信機間での電波干渉を防止したりするために、それぞれの無線位置情報発信機の
出力電力を、簡単に、かつ、状況の変化等に応じて柔軟に制御することができる位置情報
認識システム、方法、携帯端末装置およびそのプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明による位置情報認識システムは、それぞれの無線位置情報発信機が、位置情報に
加えて出力電力レベルを示す情報を発信する発信手段を備え、携帯端末装置が、複数の無
線位置情報発信機から位置情報および出力電力レベルを示す情報を受信した場合に、最も
低い出力電力レベルを示す情報を発信した無線位置情報発信機から受信した位置情報にも
とづいて自己の位置を把握する制御部を含むことを特徴とする。
【００１３】
　本発明による他の態様の位置情報認識システムは、それぞれが自機の設置位置を示す位
置情報および出力電力レベルを示す情報を発信する複数の無線位置情報発信機が設けられ
、携帯端末装置が複数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報および出力
電力レベルを示す情報にもとづいて自己の位置を把握する位置情報認識システムであって
、それぞれの無線位置情報発信機は、出力電力レベルを一定時間間隔で変化させて、位置
情報および出力電力レベルを示す情報を発信する発信手段を備え、携帯端末装置は、一定
時間内で最も低い出力電力レベルを示す情報とともに受信した位置情報と、出力電力レベ
ルを示す情報とにもとづいて自己の位置を把握する制御部を含むことを特徴とする。
【００１４】
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　本発明によるさらに他の態様の位置情報認識システムは、それぞれの無線位置情報発信
機が、出力電力レベルを一定時間間隔で変化させて、位置情報および出力電力レベルを示
す情報を発信する発信手段を備え、携帯端末装置が、一定時間内で複数の無線位置情報発
信機の発信手段が発信した出力電力レベルを示す情報のうち、出力電力レベルが低い順に
所定の数の出力電力レベルを示す情報を選択し、選択した出力電力レベルを示す情報と、
選択した出力電力レベルを示す情報とともに受信した位置情報とにもとづいて自己の位置
を把握する制御部を含むことを特徴とする。
【００１７】
　本発明による他の態様の位置情報認識システムは、携帯端末装置が、無線位置情報発信
機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とにもとづいて無線位置情報発
信機からの距離を把握し、無線位置情報発信機から受信した位置情報と、把握した距離と
にもとづいて自己の位置を把握する制御部を含むことを特徴とする。
【００１８】
　本発明による他の態様の位置情報認識システムは、携帯端末装置が、複数の無線位置情
報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とにもとづいて複数の無
線位置情報発信機からの距離をそれぞれ把握し、複数の無線位置情報発信機から受信した
位置情報と、把握した距離とにもとづいて自己の位置を把握する制御部を含むことを特徴
とする。
【００２４】
　本発明による位置情報認識方法は、それぞれの無線位置情報発信機が、位置情報に加え
て出力電力レベルを示す情報を発信し、携帯端末装置が、複数の無線位置情報発信機から
位置情報および出力電力レベルを示す情報を受信した場合に、最も低い出力電力レベルを
示す情報を発信した無線位置情報発信機から受信した位置情報にもとづいて自己の位置を
把握することを特徴とする。
【００２６】
　本発明による他の態様の位置情報認識方法は、複数の無線位置情報発信機がそれぞれ自
機の設置位置を示す位置情報および出力電力レベルを示す情報を発信し、携帯端末装置が
複数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置情報および出力電力レベルを示す
情報にもとづいて自己の位置を把握する位置情報認識方法であって、無線位置情報発信機
が、出力電力レベルを一定時間間隔で変化させて位置情報および出力電力レベルを示す情
報を発信し、携帯端末装置が、一定時間内で、最も低い出力電力レベルを示す情報ととも
に受信した位置情報と、出力電力レベルを示す情報とにもとづいて自己の位置を把握する
ことを特徴とする。
【００２７】
　本発明によるさらに他の態様の位置情報認識方法は、無線位置情報発信機が、出力電力
レベルを一定時間間隔で変化させて位置情報および出力電力レベルを示す情報を発信し、
携帯端末装置が、一定時間内で、複数の無線位置情報発信機の発信手段が発信した出力電
力レベルを示す情報のうち、出力電力レベルが低い順に所定の数の出力電力レベルを示す
情報を選択し、選択した出力電力レベルを示す情報と、選択した出力電力レベルを示す情
報とともに受信した位置情報とにもとづいて自己の位置を把握することを特徴とする。
【００３０】
　本発明による他の態様の位置情報認識方法は、携帯端末装置が、無線位置情報発信機か
ら受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とにもとづいて無線位置情報発信機
からの距離を把握し、無線位置情報発信機から受信した位置情報と、把握した距離とにも
とづいて自己の位置を把握することを特徴とする。
【００３１】
　本発明による他の態様の位置情報認識方法は、携帯端末装置が、複数の無線位置情報発
信機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とにもとづいて複数の無線位
置情報発信機からの距離をそれぞれ把握し、複数の無線位置情報発信機から受信した位置
情報と、把握した距離とにもとづいて自己の位置を把握することを特徴とする。
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【００３３】
　本発明による携帯端末装置は、複数の無線位置情報発信機のいずれかから受信した位置
情報にもとづいて自己の位置を把握する携帯端末装置であって、複数の無線位置情報発信
機から位置情報および出力電力レベルを示す情報を受信した場合に、最も低い出力電力レ
ベルを示す情報を発信した無線位置情報発信機から受信した位置情報にもとづいて自己の
位置を把握する制御部を備えたことを特徴とする。
【００３５】
　本発明による他の態様の携帯端末装置は、無線位置情報発信機から受信した電波の強度
と、出力電力レベルを示す情報とにもとづいて無線位置情報発信機からの距離を把握し、
無線位置情報発信機から受信した位置情報と、把握した距離とにもとづいて自己の位置を
把握する制御部を備えたことを特徴とする。
【００３６】
　本発明による他の態様の携帯端末装置は、複数の無線位置情報発信機から受信した電波
の強度と、出力電力レベルを示す情報とにもとづいて複数の無線位置情報発信機からの距
離をそれぞれ把握し、複数の無線位置情報発信機から受信した位置情報と、把握した距離
とにもとづいて自己の位置を把握する制御部を備えたことを特徴とする。
【００３７】
　本発明によるプログラムは、携帯端末装置に搭載されるプログラムであって、携帯端末
装置に搭載されるコンピュータに、複数の無線位置情報発信機から位置情報および出力電
力レベルを示す情報を受信した場合に、最も低い出力電力レベルを示す情報を発信した無
線位置情報発信機から受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握する処理を実行さ
せるように構成されていることを特徴とする。
【００３９】
　本発明による他の態様のプログラムは、携帯端末装置に搭載されるプログラムであって
、無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とにもとづ
いて無線位置情報発信機からの距離を把握し、無線位置情報発信機から受信した位置情報
と、把握した距離とにもとづいて自己の位置を把握する処理を実行させるように構成され
ていることを特徴とする。
【００４０】
　本発明による他の態様のプログラムは、携帯端末装置に搭載されるプログラムであって
、複数の無線位置情報発信機から受信した電波の強度と、出力電力レベルを示す情報とに
もとづいて複数の無線位置情報発信機からの距離をそれぞれ把握し、複数の無線位置情報
発信機から受信した位置情報と、把握した距離とにもとづいて自己の位置を把握する処理
を実行させるように構成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明よれば、携帯端末が受信した位置情報にもとづいて位置を把握する位置情報認識
システムにおいて、携帯端末がが把握する位置情報の精度を向上させることができる。そ
れぞれの無線位置情報発信機の出力電力を、簡単に、かつ、状況の変化等に応じて柔軟に
制御することができるからである。従って、携帯端末のシームレスな位置測位（換言すれ
ば、移動中に常に正確に位置を把握できる。）を実現でき、位置情報認識システムの管理
コストを低減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
　図１は、本発明による位置情報認識システムにおける装置配置例を示すシステム構成図
である。図１に示すように、所定のサービス領域内において、多数（図１の例示では３つ
）の無線位置情報発信機１０が固定的に設置されている。無線位置情報発信機１０は、設
置位置を特定可能な情報である位置情報やその他の情報を保持している。そして、位置情
報やその他の情報を電波によって発信する。管理端末２０および携帯端末３０は、使用者
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によって携帯され、図１において破線の円形で例示するいずれかの無線位置情報発信機１
０からの電波到達範囲内に入ると、無線位置情報発信機１０から位置情報やその他の情報
を受信することができる。管理端末２０および携帯端末３０は、無線位置情報発信機１０
から受信した情報にもとづいて、自己が存在する位置を把握する。
【００４３】
　管理端末２０は、無線通信によって、無線位置情報発信機１０に位置情報やその他の情
報を送信して、それらの情報を保持させる機能、および無線位置情報発信機１０が保持し
ている情報を更新する機能を有する。また、管理端末２０は、無線位置情報発信機１０の
電波の出力電力を制御するための制御信号や、存在を問い合わせるための制御信号を無線
位置情報発信機１０に送信する機能を有する。
【００４４】
　図２は、無線位置情報発信機１０の構成例を示すブロック図である。図２に示す例では
、アンテナ１１で受信された電波にもとづく高周波信号が無線部１２で受信される。無線
部１２は、受信した信号を低い周波数の信号に変換して受信部１４に出力する。受信部１
４は、入力された信号について復調処理等を行って、得られたデータ（ディジタル信号）
を制御部１５に出力する。制御部１５は、例えばマイクロコンピュータで構成され、受信
部１４から入力したデータに従った制御を行う。受信部１４から入力したデータが、位置
情報やその他の情報を示すデータであれば、それを記憶部１６に格納する。
【００４５】
　また、制御部１５は、あらかじめ決められている時間間隔で、定期的に位置情報などを
示すデータを送信部１３に出力する。送信部１３は、入力されたデータについて変調処理
等を行って信号を無線部１２に出力する。無線部１２は、入力された信号を高周波信号に
変換し、アンテナ１１に出力する。アンテナ１１は、高周波信号にもとづく電波を送出す
る。送信部１３は、増幅率を変えることができる送信電力増幅器１３Ａを有する。制御部
１５は、記憶部１６に記憶されている所定の出力電力レベルに応じた制御信号を送信電力
増幅器１３Ａに対して出力する。送信電力増幅器１３Ａは、制御信号に応じて、送出され
る電波の出力電力のレベルが、所定の出力電力レベルになるように増幅率を設定する。な
お、制御部１５から送信電力増幅器１３Ａに対して常時制御信号を出力する必要はなく、
制御部１５からの制御信号は送信部１３においてラッチされている。
【００４６】
　また、記憶部１６に記憶されている出力電力レベルは、無線位置情報発信機１０の設置
時には初期値に設定されているが、その後、管理端末２０から送信される情報などにもと
づいて変更可能である。
【００４７】
　図３は、管理端末２０の構成例を示すブロック図である。図３に示す例では、アンテナ
２１で受信された電波にもとづく高周波信号が無線部２２で受信される。無線部２２は、
受信した信号を低い周波数の信号に変換して送受信部２３に出力する。送受信部２３は、
入力された信号について復調処理等を行って、得られたデータ（ディジタル信号）を制御
部２５に出力する。制御部２５は、例えばマイクロコンピュータで構成され、送受信部２
３から入力したデータにもとづいて自己の位置を把握する。また、把握した位置を示すデ
ータを記憶部２６に格納する。
【００４８】
　また、制御部２５は、管理端末２０の使用者の操作や、サーバ（図１において図示せず
）からの指示に応じて、無線位置情報発信機１０が保持している位置情報やその他の情報
を更新するためのデータを送受信部２３に出力する。送受信部２３は、入力されたデータ
について変調処理等を行って信号を無線部２２に出力する。無線部２２は、入力された信
号を高周波信号に変換し、アンテナ２１に出力する。アンテナ２１は、高周波信号にもと
づく電波を無線位置情報発信機１０に送出する。なお、無線位置情報発信機１０が保持し
ている位置情報以外のその他の情報として、出力電力レベルがある。
【００４９】
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　さらに、管理端末２０は、使用者が操作を行うためのテンキーなどを有する入力部２７
と、例えばＬＣＤ（液晶表示装置）を有する表示部２８とを含む。
【００５０】
　また、制御部２５がマイクロコンピュータで構成される場合には、マイクロコンピュー
タはプログラムに従って制御を実行するのであるが、プログラムとして、少なくとも、無
線位置情報発信機１０に対して情報を送ることを指示する操作を使用者が入力部２７に対
して行った場合に、入力部２７から操作の内容を示す信号を入力し、入力した信号に対応
した情報を送受信部２３に出力する処理を行うプログラムと、サーバからの指示に応じた
情報を送受信部２３に出力する処理を行うプログラムとが含まれる。
【００５１】
　図４は、携帯端末３０の構成例を示すブロック図である。図４に示す例では、アンテナ
３１で受信された電波にもとづく高周波信号が無線部３２で受信される。無線部３２は、
受信した信号を低い周波数の信号に変換して送受信部３３に出力する。送受信部３３は、
入力された信号について復調処理等を行って、得られたデータ（ディジタル信号）を制御
部３５に出力する。制御部３５は、例えばマイクロコンピュータで構成され、送受信部３
３から入力したデータにもとづいて自己の位置を把握する。また、把握した位置を示すデ
ータを記憶部３６に格納する。
【００５２】
　さらに、携帯端末３０は、使用者が操作を行うためのテンキーなどを有する入力部３７
と、例えばＬＣＤ（液晶表示装置）を有する表示部３８とを含む。
【００５３】
　携帯端末３０には、一例として道案内情報を表示させるアプリケーションプログラムが
組み込まれている。そのようなアプリケーションプログラムは、携帯端末３０に固定的に
組み込まれていてもよいし、携帯端末３０の使用者が道案内を必要とするときに、所定の
アプリケーションプログラム提供装置からダウンロードするようにしてもよい。そして、
制御部３５は、アプリケーションプログラムと、把握した位置情報とにもとづいて、表示
部３８に、道案内情報の経路や現在位置を表示させる。
【００５４】
　また、管理端末２０は、携帯端末３０の機能を全て有しているので、管理端末２０の使
用者（管理者）は、携帯端末３０と同様の使い方ができるが、さらに、管理者は、管理端
末２０を携帯して、適宜、サービス領域内を移動して、以下に説明するような、無線位置
情報発信機１０の出力電力制御を行う。
【００５５】
　無線位置情報発信機１０は、位置情報として、絶対的な位置を示す情報（例えば、緯度
経度やサービス領域内における絶対位置を示す情報）を発信してもよいし、相対的な位置
を示す情報を発信してもよい。相対的な位置を示す情報として、例えば、それぞれの無線
位置情報発信機１０に一意に付された識別情報（ＩＤ情報）がある。無線位置情報発信機
１０は固定的に設置されているので、管理端末２０および携帯端末３０は、ＩＤ情報から
、無線位置情報発信機１０の位置を特定できる。
【００５６】
　また、管理端末２０および携帯端末３０は、例えば、無線位置情報発信機１０から受信
した位置情報が示す位置をそのまま自己の位置とする。複数の無線位置情報発信機１０か
ら位置情報を受信した場合には、あらかじめ決められているルールに従って、複数の無線
位置情報発信機１０から１つの無線位置情報発信機１０を選択し、選択した無線位置情報
発信機１０から受信した位置情報が示す位置をそのまま自己の位置としてもよい。あらか
じめ決められているルールとして、例えば、受信電界強度が最も高い受信電波を発信した
無線位置情報発信機１０を選択したり、後述する第９の実施の形態に示すようなルールが
ある。さらに、管理端末２０および携帯端末３０は、複数の無線位置情報発信機１０から
受信した位置情報から自己の位置を算出するようにしてもよい。
【００５７】
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　なお、無線位置情報発信機１０と管理端末２０および携帯端末３０との間の通信は、例
えば、Bluetooth （登録商標）や無線ＬＡＮの各種規格にもとづく小電力通信で実現され
る。
【００５８】
　以下、図１に例示するシステムにおける無線位置情報発信機１０の出力電力制御につい
て説明する。
【００５９】
実施の形態１．
　図５は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１の実施の形態を説明するための
説明図である。第１の実施の形態は、管理端末２０の指示によって、無線位置情報発信機
１０の出力電力を変更させる静的な出力電力制御を実行する形態である。すなわち、管理
端末２０は、電波出力制御情報として、変更後の出力電力レベルを示す情報を、無線位置
情報発信機１０に送信する。管理端末２０における情報の送信の仕方と、無線位置情報発
信機１０における情報の受信の仕方は既に説明したとおりである。無線位置情報発信機１
０において、制御部１５は、受信した情報が示す出力電力レベルを記憶部１６に記憶させ
る。そして、以後、制御部１５は、記憶部１６に記憶された新たな出力電力レベルに応じ
た制御信号を送信電力増幅器１３Ａに対して出力する。送信電力増幅器１３Ａは、制御信
号に応じて、送出される電波の出力電力が、制御信号が示す出力電力レベルになるように
増幅率を設定する。
【００６０】
実施の形態２．
　図６は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第２の実施の形態を説明するための
説明図である。第２の実施の形態では、サーバ４０が、それぞれの無線位置情報発信機１
０の最適な出力電力を算出し、算出結果を電波出力制御情報として管理端末２０に送信す
る。
【００６１】
　サーバ４０は、記憶部５０に、それぞれの無線位置情報発信機１０の設置位置を示す情
報を記憶している。すなわち、それぞれの無線位置情報発信機１０の設置位置を把握して
いる。サーバ４０は、無線位置情報発信機１０の設置位置にもとづいて、例えば、図７に
例示するように、サービス領域内において、いずれかの無線位置情報発信機１０からの電
波が届かない範囲（以下、電波未到着範囲という。）ができるだけ小さくなるように、か
つ、複数の無線位置情報発信機１０からの電波が重複して受信される範囲（以下、電波衝
突範囲という。）ができるだけ小さくなるように、それぞれの無線位置情報発信機１０の
電波の強度すなわち出力電力を決定する。なお、電波未到着範囲ができるだけ小さくなる
ように、かつ、電波衝突範囲ができるだけ小さくなるように設定された出力電力レベルを
、以下、最適出力電力レベルという。また、図７において、符号１００で示される円形の
内部は電波到達範囲を示す。
【００６２】
　サーバ４０は、直接、またはサーバ４０と有線通信を行う中継設備を介して、無線通信
によって、管理端末２０に、それぞれの無線位置情報発信機１０についての出力電力レベ
ルを示す情報を電波出力制御情報として送信する。管理端末２０の制御部２５は、受信し
た情報を記憶部２６に一時記憶させる。そして、管理者は、記憶部２６に記憶されている
出力電力レベルを示す情報の送信指示を入力部２７に入力する。管理端末２０の制御部２
５は、第１の実施の形態の場合と同様に、出力電力レベルを示す情報を無線位置情報発信
機１０に送信する。なお、管理端末２０の制御部２５は、管理者からの送信指示を待つこ
となく、サーバ４０から電波出力制御情報を受信したら、直ちに、出力電力レベルを示す
情報を、それぞれの無線位置情報発信機１０に送信するようにしてもよい。また、管理端
末２０の出力電力レベルが、出力電力レベルを示す情報を送信対象の全ての無線位置情報
発信機１０に到達させるだけのレベルに満たない場合には、管理者は、管理端末２０を携
帯してサービス範囲内を巡回する。
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【００６３】
実施の形態３．
　図８は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第３の実施の形態を説明するための
説明図である。第３の実施の形態では、それぞれの無線位置情報発信機１０が相互に通信
可能な通信ネットワーク２００が設けられ、相互に、設置位置を示す位置情報と出力電力
レベルを示す情報とを電波出力制御情報として交換できるようになっている。
【００６４】
　例えば、無線位置情報発信機１０を設置したときには、それぞれの無線位置情報発信機
１０は、初期値として設定された出力電力レベルで、位置情報やその他の情報を発信する
。従って、それぞれの無線位置情報発信機１０の出力電力レベルは最適出力電力レベルに
なっているとは限らない。そこで、無線位置情報発信機１０における制御部１５は、通信
ネットワーク２００を介して他の無線位置情報発信機１０と通信を行い、他の無線位置情
報発信機１０の位置情報と出力電力レベルを示す情報とを受信する。なお、この実施の形
態では、図２に示された構成に対して、無線位置情報発信機１０には、さらに、通信ネッ
トワーク２００を介する通信を行うためのインタフェース部を備えている。
【００６５】
　他の無線位置情報発信機１０の位置情報と出力電力レベルを示す情報とを受信した無線
位置情報発信機１０の制御部１５は、自己の位置情報と受信した位置情報とを比較して、
隣接する無線位置情報発信機１０を特定し、隣接する無線位置情報発信機１０の出力電力
レベルから、それらの無線位置情報発信機１０からの電波の電波到達範囲を算出する。ま
た、自己の出力電力レベルから、自己の電波の電波到達範囲を算出する。例えば、種々の
出力電力レベルに対する電波到達距離をあらかじめ測定しておいて、出力電力レベルと電
波到達距離との関係をあらかじめ記憶部１６にテーブルとして設定しておく。そして、実
際に使用されている出力電力レベルに対応する電波到達距離を抽出して、抽出した電波到
達距離を電波到達範囲の外縁（図８に破線で示す円形に相当）とする。出力電力レベルに
一致する値がテーブルに設定されていない場合には、上下の値（出力電力レベル）に対応
する電波到達距離から補間によって電波到達距離を算出する。
【００６６】
　そして、各電波到達範囲を比較して、電波未到着範囲と電波衝突範囲とが存在するか否
か判定する。それらが存在する場合には、それらの範囲をできるだけ小さくするような各
無線位置情報発信機１０の出力電力レベルを決定し、決定した出力電力レベルを通信ネッ
トワーク２００を介して隣接する無線位置情報発信機１０に送信する。出力電力レベルを
受信した無線位置情報発信機１０において、受信された出力電力レベルは、制御部１５に
よって記憶部１６に書き込まれる。以後、制御部１５は、記憶部１６に新たに書き込まれ
た出力電力レベルを示す制御信号を送信電力増幅器１３Ａに出力する。
【００６７】
　以上のように、この実施の形態では、それぞれの無線位置情報発信機１０が他の無線位
置情報発信機１０と無線通信を行うことによって、自機が発信する電波の出力電力レベル
の設定を行う。また、各無線位置情報発信機１０が、オンラインネットワーク化され、自
律的に出力電力レベルを最適出力電力レベルに設定することができる。すなわち、無線位
置情報発信機１の出力電力レベルを、簡単に制御することができる。
【００６８】
　なお、ここでは、通信ネットワーク２００として有線伝送路を想定したが、通信ネット
ワーク２００として無線伝送路を使用することもできる。
【００６９】
　また、互いに隣接する複数の無線位置情報発信機１０のうちの１つの無線位置情報発信
機１０が、それぞれの出力電力レベルを決定するのであるが、どの無線位置情報発信機１
０が出力電力レベルを決定するのかは、あらかじめ、複数の無線位置情報発信機１０に優
先順位を付けるなどして決定されている。
【００７０】
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実施の形態４．
　図９は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第４の実施の形態を説明するための
説明図である。第４の実施の形態では、それぞれの無線位置情報発信機１０が、移動する
管理端末２０または携帯端末３０の移動方向を把握する。そして、複数の無線位置情報発
信機１０が、今後に管理端末２０または携帯端末３０の通信相手になる無線位置情報発信
機１０がいずれになるのかを自律的に予測して、通信相手になると予測された無線位置情
報発信機１０が出力電力レベルを上げる。なお、図９には、携帯端末３０が例示されてい
るので、以下の説明では、携帯端末３０を例にする。
【００７１】
　この実施の形態では、無線位置情報発信機１０が携帯端末３０の移動方向を把握するに
は、携帯端末３０が電波到達範囲内に存在する（以下、在圏しているという。）ことを認
識する必要がある。従って、無線位置情報発信機１０は、携帯端末３０から何らかの情報
を受信する必要がある。例えば、携帯端末３０は、適当な時間間隔で、または、問い合わ
せ情報を送信するように無線位置情報発信機１０を構成した場合には無線位置情報発信機
１０からの問い合わせ情報に応じて、サービス範囲内での自己のＩＤ情報を送信する。無
線位置情報発信機１０の制御部１５は、ＩＤ情報を受信すると、それを記憶部１６に登録
する。所定期間以上ＩＤ情報を受信できなかった場合には、そのＩＤ情報に対応する携帯
端末３０は電波到達範囲内から離脱した（在圏しなくなった）と判断して、そのＩＤ情報
を記憶部１６から消去する。
【００７２】
　なお、管理端末２０または携帯端末３０として、一般的なＰＤＡや専用端末の他、Blue
tooth 機能などの小電力無線通信機能を搭載し位置情報を把握するためのアプリケーショ
ンプログラムがインストールされた携帯電話機を用いることもできるが、携帯電話機を用
いる場合には、ＩＤ情報として、電話番号を使用することができる。
【００７３】
　無線位置情報発信機１０は、記憶部１６に登録されているＩＤ情報を、電波出力制御情
報として、通信ネットワーク２００を介して他の無線位置情報発信機１０に送信する。Ｉ
Ｄ情報を送信した無線位置情報発信機１０に隣接する無線位置情報発信機１０は、出力電
力レベルを上げる。また、ＩＤ情報を送信した無線位置情報発信機１０に隣接しない無線
位置情報発信機１０は、出力電力レベルを上げない。なお、この実施の形態では、無線位
置情報発信機１０は、出力電力レベルを上げる前では、例えば電波を発信しない状態にな
っている。
【００７４】
　以上のように、それぞれの無線位置情報発信機１０は、携帯端末装置（図１に例示され
る管理端末２０と携帯端末３０とを含む概念。）と無線通信を行うことによって、自機が
発信する電波の出力電力レベルの設定を行う。そして、複数の無線位置情報発信機１０が
、上記のような制御を行うことによって、携帯端末３０の移動に伴って、自律的に、電波
を発信する無線位置情報発信機１０が、交替していくことになる。その結果、システム全
体として消費電力を低減させることができる。
【００７５】
　なお、ここでは、今後に携帯端末３０の通信相手になる無線位置情報発信機１０を、Ｉ
Ｄ情報を送信した無線位置情報発信機１０に隣接する無線位置情報発信機１０としたが、
他の方法によって、今後に携帯端末３０の通信相手になる無線位置情報発信機１０を予測
してもよい。例えば、複数の無線位置情報発信機１０が２次元的に配置されている場合に
、現在携帯端末３０が在圏している無線位置情報発信機１０の制御部１５が、過去の携帯
端末３０の移動履歴（どの無線位置情報発信機１０の在圏を経たのかを示す情報）を他の
無線位置情報発信機１０から収集することによって移動方向を算出し、算出した移動方向
上に、電波到達範囲を持つ無線位置情報発信機１０を、今後に携帯端末３０の通信相手に
なる無線位置情報発信機１０であると予測する。そして、予測結果である無線位置情報発
信機１０に通信ネットワーク２００を介して通知する。通知を受けた無線位置情報発信機
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１０は、出力電力レベルを上げる。
【００７６】
　また、ここでは、通信ネットワーク２００として有線伝送路を想定したが、通信ネット
ワーク２００として無線伝送路を使用することもできる。
【００７７】
実施の形態５．
　図１０は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第５の実施の形態を説明するため
の説明図である。第５の実施の形態では、無線位置情報発信機１０同士が、自己の電波到
達範囲を示す情報を交換して、受信した情報にもとづいて最適電波到達範囲を決定する。
なお、第３の実施の形態では、それぞれの無線位置情報発信機１０が設置位置を示す位置
情報と出力電力レベルを示す情報とを交換したが、この実施の形態では、自己の電波到達
範囲を示す情報を電波出力制御情報として交換する。
【００７８】
　例えば、隣接する複数の無線位置情報発信機１０のうちのいずれか１つの無線位置情報
発信機１０は、他の無線位置情報発信機１０から受信した電波到達範囲と自己の電波到達
範囲とを比較して、電波未到着範囲と電波衝突範囲とが存在するか否か判定する。それら
が存在する場合には、それらの範囲をできるだけ小さくするような各無線位置情報発信機
１０の出力電力レベルを決定し、決定した出力電力レベルを通信ネットワーク２００を介
して隣接する無線位置情報発信機１０に送信する。出力電力レベルを受信した無線位置情
報発信機１０において、受信された出力電力レベルは、制御部１５によって記憶部１６に
書き込まれる。以後、制御部１５は、記憶部１６に新たに書き込まれた出力電力レベルを
示す制御信号を送信電力増幅器１３Ａに出力する。なお、各無線位置情報発信機１０は、
例えば、第３の実施の形態の場合と同様に、自己の出力電力レベルから、自己の電波の電
波到達範囲を算出することができる。
【００７９】
　よって、図１０（Ａ）に例示するように、出力電力レベルが最適出力電力レベルよりも
高い場合には、出力電力レベルが下げられる。また、図１０（Ｂ）に例示するように、出
力電力レベルが最適出力電力レベルよりも低い場合には、出力電力レベルが上げられる。
なお、図１０（Ｂ）には、真ん中の無線位置情報発信機１０が休止した例が示されている
。この実施の形態は、図１０（Ｂ）に例示するように休止した無線位置情報発信機１０が
発生した場合や、無線位置情報発信機１０が増設されたような場合に特に有意義である。
【００８０】
　以上のように、この実施の形態では、それぞれの無線位置情報発信機１０が他の無線位
置情報発信機１０と無線通信を行うことによって、電波の出力電力レベルの設定を自律的
に行う。なお、この実施の形態では、電波到達範囲を自己の出力電力レベルから算出した
が、他の方法によって算出してもよい。
【００８１】
実施の形態６．
　図１１は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第６の実施の形態を説明するため
の説明図である。第６の実施の形態では、無線位置情報発信機１０は、管理端末２０から
の存在を問い合わせる情報（問い合わせ情報）に応じて、出力電力レベルを上げる。
【００８２】
　管理端末２０の制御部２５は、例えば、サービス領域内において、いずれの無線位置情
報発信機１０からも電波を受信できない場合には、送受信部２３および無線部２２を介し
て問い合わせ情報を発信する。問い合わせ情報を受信した無線位置情報発信機１０におけ
る制御部１５は、出力電力レベルを上げるように制御する。
【００８３】
　このような制御によって、電波未到着範囲が存在する場合に、管理端末２０から問い合
わせ情報を発信するだけで、電波未到着範囲の存在を解消するようにすることができる。
【００８４】
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実施の形態７．
　図１２は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第７の実施の形態を説明するため
の説明図である。第７の実施の形態では、無線位置情報発信機１０は、管理端末２０また
は携帯端末３０が在圏していない場合には電波の発信を止める。なお、図１２では、携帯
端末３０が例示されているので、以下、携帯端末３０を例にして説明を行う。
【００８５】
　携帯端末３０が在圏していることを認識するために、無線位置情報発信機１０は、携帯
端末３０から何らかの情報を受信する必要がある。よって、例えば、第４の実施の形態の
場合と同様に、携帯端末３０は、適当な時間間隔で、自己のＩＤ情報を送信する。無線位
置情報発信機１０の制御部１５は、所定期間以上ＩＤ情報を受信できなかった場合には、
携帯端末３０が在圏しなくなったと判断する。携帯端末３０が在圏しなくなった場合には
、無線位置情報発信機１０の制御部１５は、電波の発信を停止させるように制御する。な
お、第４の実施の形態でも、携帯端末３０が在圏しなくなった無線位置情報発信機１０は
、電波の発信を停止することが好ましい。
【００８６】
実施の形態８．
　図１３は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第８の実施の形態を説明するため
の説明図である。第６の実施の形態では、管理端末２０から問い合わせ情報を受信した無
線位置情報発信機１０における制御部１５は出力電力レベルを上げるように制御したが、
第８の実施の形態では、第６の実施の形態の場合に比べて出力電力レベルの上げ幅を小さ
くし、徐々に、出力電力レベルが上がるように制御する。
【００８７】
　すなわち、管理端末２０の使用者（管理者）は、無線位置情報発信機１０から所定の距
離だけ離れた位置から、管理端末２０に、無線位置情報発信機１０に対して指令情報を送
信させる。所定の距離だけ離れた位置は、例えば、最適出力電力レベルによる最適電波到
達範囲の外縁として定めたい位置である。指令情報を受信した無線位置情報発信機１０の
制御部１５は、出力電力レベルを、あらかじめ決められている量だけ上げるように制御す
る。管理端末２０の制御部２５は、無線位置情報発信機１０から位置情報等を受信できた
場合には、すなわち、無線位置情報発信機１０から電波を受信できた場合には、指令情報
の送信を停止する。
【００８８】
　無線位置情報発信機１０の制御部１５は、出力電力レベルを上げた後、まだ指令情報が
受信される場合には、出力電力レベルをさらに上げるように制御する。このような制御を
、指令情報が受信できなくなるまで繰り返す。そして、無線位置情報発信機１０の制御部
１５は、指令情報が受信できなくなったときの出力電力レベルを記憶部１６に記憶させ、
以後、その出力電力レベルによって電波を発信する。
【００８９】
　このような制御によって、最適電波到達範囲に応じた出力電力レベル、すなわち最適出
力電力レベルを簡単に設定することができる。
【００９０】
実施の形態９．
　図１４は、第９の実施の形態を説明するための説明図である。第９の実施の形態では、
それぞれの無線位置情報発信機１０の制御部１５は、定期的に、位置情報に加えて、電波
出力制御情報を送信部１３および無線部１２を介して発信する発信手段の役割も果たす。
この実施の形態では、電波出力制御情報とは、そのときの出力電力レベルを示す情報であ
る。なお、それぞれの無線位置情報発信機１０が位置情報および電波出力制御情報を発信
するタイミングはずれている。
【００９１】
　管理端末２０または携帯端末３０が、複数の無線位置情報発信機１０から位置情報およ
び電波出力制御情報を受信した場合に、制御部２５または制御部３５は、電波出力制御情
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報が示す出力電力レベルが最も低い電波出力制御情報を発信した無線位置情報発信機１０
からの位置情報を、自己の位置を示す位置情報として選択する。なお、図１４には、携帯
端末３０が例示されている。
【００９２】
　最も低い出力電力レベルを示す電波出力制御情報を発信した無線位置情報発信機１０は
、その情報を受信した管理端末２０または携帯端末３０に最も近い位置にある可能性が高
い。出力電力レベルが高い無線位置情報発信機１０の電波到達範囲は広く、出力電力レベ
ルが低い無線位置情報発信機１０の電波到達範囲は狭いので、電波到達範囲が重複してい
る場合には、管理端末２０または携帯端末３０から、狭い電波到達範囲に対応する無線位
置情報発信機１０までの距離の方が短い可能性が高いからである。
【００９３】
　従って、この実施の形態によれば、管理端末２０または携帯端末３０が把握する位置情
報の精度が向上することが期待できる。なお、管理端末２０および携帯端末３０の制御部
２５および制御部３５は、複数の無線位置情報発信機１０から位置情報および出力電力レ
ベルを示す情報を受信した場合に、最も低い出力電力レベルを示す情報を発信した無線位
置情報発信機１０から受信した位置情報にもとづいて自己の位置を把握する処理を実行さ
せるように構成されている。また、制御部２５および制御部３５がマイクロコンピュータ
で構成されている場合には、そのような処理をＣＰＵに実行させるプログラムが搭載され
る。
【００９４】
実施の形態１０．
　図１５は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１０の実施の形態を説明するた
めの説明図である。上記のように、第９の実施の形態では、それぞれの無線位置情報発信
機１０が位置情報および電波出力制御情報を発信するタイミングがずれていることが好ま
しいのであるが、第１０の実施の形態では、それぞれの無線位置情報発信機１０が自律的
に発信タイミングを設定する。
【００９５】
　それぞれの無線位置情報発信機１０は、発信タイミングを示す情報を電波出力制御情報
として相互に交換する。少なくとも隣接する複数の無線位置情報発信機１０のうちのいず
れか１つの無線位置情報発信機１０は、他の無線位置情報発信機１０から受信した発信タ
イミングを示す情報と自己の発信タイミングを示す情報とを比較して、重複がある場合に
は、重複がなくなるように、自己の発信タイミングをずらすか、または、他の無線位置情
報発信機１０の発信タイミングをずらすことに決定する。他の無線位置情報発信機１０の
発信タイミングをずらすことに決定した場合には、決定結果を、他の無線位置情報発信機
１０に送信する。
【００９６】
　なお、無線位置情報発信機１０間の通信は、上記のような通信ネットワーク２００を介
してもよいし、無線伝送路によってもよい。
【００９７】
　また、互いに隣接する複数の無線位置情報発信機１０のうちの１つの無線位置情報発信
機１０が、それぞれの発信タイミングを決定するのであるが、どの無線位置情報発信機１
０が発信タイミングを決定するのかは、あらかじめ、複数の無線位置情報発信機１０に優
先順位を付けるなどして決定されている。
【００９８】
実施の形態１１．
　図１６は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１１の実施の形態を説明するた
めの説明図である。第１１の実施の形態では、無線位置情報発信機１０は、管理端末２０
または携帯端末３０の移動に併せて、出力電力レベルを動的に制御する。図１６には、携
帯端末３０が例示されているので、以下、携帯端末３０を例にして説明を行う。
【００９９】
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　この実施の形態では、無線位置情報発信機１０は、図２に示された構成に加えて、受信
電界強度（ＲＳＳＩ）測定回路を備えている。ＲＳＳＩ測定回路による測定値は、制御部
１５に入力される。また、無線位置情報発信機１０において、例えば、記憶部１６に、種
々の測定値と出力電力レベルとの関係が設定されている。その関係は、測定値が小さいほ
ど、出力電力レベルを高くするような関係である。
【０１００】
　携帯端末３０が在圏していることを認識するために、無線位置情報発信機１０は、携帯
端末３０から何らかの情報を受信する必要がある。よって、例えば、第４の実施の形態の
場合と同様に、携帯端末３０は、適当な時間間隔で、自己のＩＤ情報を送信する。
【０１０１】
　無線位置情報発信機１０の制御部１５は、携帯端末３０からの情報の受信にもとづくＲ
ＳＳＩ測定回路の測定値を入力し、測定値に応じた出力電力レベルを記憶部１６から抽出
する。そして、抽出した出力電力レベルに応じた制御信号を送信電力増幅器１３Ａに出力
する。
【０１０２】
　このような制御によって、携帯端末３０が無線位置情報発信機１０から離れていくに従
って、出力電力レベルは高くなり、在圏している携帯端末３０に対して確実に位置情報等
を発信できるとともに、無線位置情報発信機１０の消費電力を低減することができる。
【０１０３】
　なお、無線位置情報発信機１０における上記のような制御は、ＲＳＳＩ測定回路の測定
値があらかじめ決められている所定値よりも小さくなったら停止させる。あらかじめ決め
られている所定値は、例えば第８の実施の形態で説明したような最適電波到達範囲の外縁
において携帯端末３０が発信する電波のＲＳＳＩである。
【０１０４】
実施の形態１２．
　図１７は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１２の実施の形態を説明するた
めの説明図である。
【０１０５】
　第３の実施の形態、第５の実施の形態および第１０の実施の形態では、無線位置情報発
信機１０間で電波出力制御情報の通信が行われていた。すなわち、第３の実施の形態では
、無線位置情報発信機１０間で位置情報と出力電力レベルを示す情報とが交換された。ま
た、第５の実施の形態では、無線位置情報発信機１０間で電波到達範囲を示す情報が交換
された。そして、第１０の実施の形態では、発信タイミングを示す情報が交換された。さ
らに、第４の実施の形態において、在圏している管理端末２０または携帯端末３０のＩＤ
情報を他の無線位置情報発信機１０に送信する例があった。
【０１０６】
　無線位置情報発信機１０間で電波出力制御情報の通信が行われる場合に、無線伝送路を
使用することができることは既に述べたとおりであるが、その場合、図２に示された送信
部１３および無線部１２をそのまま用いて情報を他の無線位置情報発信機１０に送信する
ときには、その場合にのみ、隣接する無線位置情報発信機１０にまで電波が到達するよう
に、出力電力レベルを上げておく。
【０１０７】
　このように、無線位置情報発信機１０間で、無線伝送路を介して自律的に情報のやりと
りを行うので、その無線伝送路で結ばれる無線位置情報発信機１０は、一種のアドホック
ネットワークを形成する。
【０１０８】
実施の形態１３．
　図１８は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１３の実施の形態を説明するた
めの説明図である。
【０１０９】
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　第１３の実施の形態の無線位置情報発信機１０は、位置情報と出力電力レベルを示す情
報（以下、電波強度情報という）とを、一定時間間隔で、異なる出力電力レベルで送信す
る。
【０１１０】
　なお、電波強度情報は、送信する電波の強弱（出力電力レベル）を定量的に把握するこ
とができる情報であって、例えば、無線位置情報発信機１０の送信電力値等であるものと
する。
【０１１１】
　そして、管理端末２０または携帯端末３０は、電波強度情報の値にもとづいて、電波到
達距離が把握できるものとする。具体的には、例えば、種々の出力電力レベルに対する電
波到達距離をあらかじめ測定しておいて、出力電力レベルと電波到達距離との関係をあら
かじめ記憶部（図示せず）にテーブルとして設定しておく。そして、受信した電波強度情
報が示す出力電力レベルに対応する電波到達距離を抽出して、電波到達距離を把握する。
【０１１２】
　ここで、電波強度情報の値が小さいほど無線位置情報発信機１０が送信した電波の出力
電力レベルが低く、電波到達距離が短く、電波到達範囲が狭いものとする。
【０１１３】
　管理端末２０または携帯端末３０は、ある時間内に受信した複数の電波強度情報の内、
最も小さい値の電波強度情報と、それとともに受信した位置情報とにもとづいて自機の位
置を把握する。
【０１１４】
　具体的には、管理端末２０または携帯端末３０は、無線位置情報発信機１０との距離が
、ある時間内に受信した複数の電波強度情報の内、最も小さい値の電波強度情報にもとづ
いて把握した電波到達距離であると判断する。
【０１１５】
　図１８の例では、管理端末２０は、時刻Ｔ１で無線位置情報発信機１０が１ｍＷで送信
した電波強度情報を受信することができなかったが、時刻Ｔ２で無線位置情報発信機１０
が１０ｍＷで送信した電波強度情報、および時刻Ｔ３で無線位置情報発信機１０が１００
ｍＷで送信した電波強度情報を受信することができたことを示している。
【０１１６】
　このような場合、管理端末２０は、受信した複数の電波強度情報の内、最も小さい値の
電波強度情報である１０ｍＷの電波到達距離が、無線位置情報発信機１０との距離である
と判断する。
【０１１７】
　そして、管理端末２０は、１０ｍＷの電波到達距離と、無線位置情報発信機１０から受
信した位置情報とにもとづいて、自機の位置を把握する。
【０１１８】
　従って、この実施の形態によれば、管理端末２０または携帯端末３０は、無線位置情報
発信機１０が送信した位置情報と電波強度情報とにもとづいて自機の位置を把握するため
、自機の位置の精度が向上することが期待できる。
【０１１９】
　なお、管理端末２０または携帯端末３０は、受信した電波強度情報が１種類のときには
、その電波強度情報にもとづいて、自機の位置を把握する。
【０１２０】
実施の形態１４．
　図１９は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１４の実施の形態を説明するた
めの説明図である。
【０１２１】
　上記のように、第１３の実施の形態では、管理端末２０または携帯端末３０は、一の無
線位置情報発信機１０が、一定時間間隔で、異なる出力電力レベルで発信した位置情報と
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電波強度情報とにもとづいて、自機の位置を把握している。それに対して、第１４の実施
の形態では、管理端末２０または携帯端末３０は、複数の無線位置情報発信機１０が、一
定時間間隔で、異なる出力電力レベルで発信した位置情報と電波強度情報とにもとづいて
、自機の位置を把握する。
【０１２２】
　具体的には、例えば、一定時間内で受信した複数の電波強度情報から、それぞれ異なる
無線位置情報発信機１０が発信した電波強度情報であって、値が小さい順に電波強度情報
を複数個（例えば、３個）選択し、選択した電波強度情報にもとづいて、それらを発信し
た各無線位置情報発信機１０からの距離を把握する。そして、把握した距離と、抽出した
電波強度情報とともに受信した位置情報とにもとづいて、自機の位置を計算（複数点（３
点）測量）する。
【０１２３】
　図１９の例では、管理端末２０が、無線位置情報発信機Ａ１０が１ｍＷで発信した電波
強度情報を受信し、無線位置情報発信機Ｂ１０が１０ｍＷで発信した電波強度情報を受信
し、無線位置情報発信機Ｃ１０が１００ｍＷで発信した電波強度情報を受信していること
を示している。なお、ここで例示している各電波強度情報は、管理端末２０が受信した複
数の電波強度情報のうち、３番目までに値が小さいものとして、抽出されたものである。
【０１２４】
　このような場合、管理端末２０は、無線位置情報発信機Ａ１０との距離が、１ｍＷの電
波到達距離であると判断（把握）する。そして、管理端末２０は、無線位置情報発信機Ｂ
１０との距離が、１０ｍＷの電波到達距離であると判断（把握）する。さらに、管理端末
２０は、無線位置情報発信機Ｃ１０との距離が、１００ｍＷの電波到達距離であると判断
（把握）する。
【０１２５】
　そして、管理端末２０は、把握した各無線位置情報発信機１０との距離と、抽出した電
波強度情報とともに受信した位置情報とにもとづいて、自機の位置を３点測量の方法で算
出して把握する。
【０１２６】
　従って、この実施の形態によれば、複数の無線位置情報発信機１０からの距離と位置情
報とにもとづいて自機の位置を把握するため、管理端末２０または携帯端末３０が把握す
る自機の位置の精度がさらに向上することが期待できる。
【０１２７】
実施の形態１５．
　図２０は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１５の実施の形態を説明するた
めの説明図である。
【０１２８】
　第１３の実施の形態では、無線位置情報発信機１０は、位置情報と電波強度情報とを、
一定時間間隔で、異なる出力電力レベルで送信するが、第１５の実施の形態では、無線位
置情報発信機１０は、位置情報と電波強度情報とに加え、電波到達範囲に応じたコンテン
ツ情報を送信する。
【０１２９】
　具体的には、例えば、無線位置情報発信機１０が、高い出力電力レベルで電波を発信す
ると、電波到達範囲は広いと考えられるため、広い範囲の管理端末２０または携帯端末３
０がコンテンツ情報を受信すると考えられる。そこで、無線位置情報発信機１０は、高い
出力電力レベルで電波を発信する場合には、位置情報と電波強度情報とに加え、広い範囲
に存在する管理端末２０または携帯端末３０に有用なコンテンツ情報を送信する。
【０１３０】
　一方、無線位置情報発信機１０が、低い出力電力レベルで電波を発信すると、電波到達
範囲は狭いと考えられるため、無線位置情報発信機１０の近傍の管理端末２０または携帯
端末３０がコンテンツ情報を受信すると考えられる。そこで、無線位置情報発信機１０は
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、低い出力電力レベルで電波を発信する場合には、位置情報と電波強度情報とに加え、無
線位置情報発信機１０の近傍の管理端末２０または携帯端末３０に有用なコンテンツ情報
を送信する。
【０１３１】
　図２０の例では、時刻Ｔ１で無線位置情報発信機１０が１ｍＷでコンテンツ情報を送信
し、時刻Ｔ２で無線位置情報発信機１０が１０ｍＷでコンテンツ情報を送信し、時刻Ｔ３
で無線位置情報発信機１０が１００ｍＷでコンテンツ情報を送信していることを示してい
る。
【０１３２】
　無線位置情報発信機１０は、時刻Ｔ１では、自機の近傍のコンテンツ情報を送信してい
る。また、無線位置情報発信機１０は、時刻Ｔ２では、自機の周辺地域のコンテンツ情報
を送信している。無線位置情報発信機１０は、時刻Ｔ３では、広域のコンテンツ情報を送
信している。
【０１３３】
　このように、無線位置情報発信機１０は、管理端末２０または携帯端末３０に、電波到
達範囲に応じたコンテンツ情報を提供することができる。
【０１３４】
実施の形態１６．
　図２１は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１６の実施の形態を説明するた
めの説明図である。
【０１３５】
　１つの無線位置情報発信機１０から受信した電波の強度や情報にもとづいて把握した位
置と、実際の位置との間には誤差が生ずる。そこで、この実施の形態では、管理端末２０
または携帯端末３０は、無線位置情報発信機１０から受信した電波強度情報が示す出力電
力レベルと、受信した電波の電波強度とを比較して、無線位置情報発信機１０からの距離
を把握する。
【０１３６】
　具体的には、管理端末２０または携帯端末３０に、例えば、種々の出力電力レベルおよ
び受信電波強度に応じた距離（電波発信位置と電波受信位置との間の距離）をあらかじめ
測定しておいて、出力電力レベルおよび受信電波強度と距離との関係をあらかじめ記憶部
（図示せず）にテーブルとして設定しておく。そして、管理端末２０または携帯端末３０
は、受信した電波強度情報が示す出力電力レベル、および受信電波強度に対応する距離を
抽出して、無線位置情報発信機１０からの距離を把握する。
【０１３７】
　管理端末２０または携帯端末３０は、把握した無線位置情報発信機１０からの距離と、
無線位置情報発信機１０から受信した位置情報が示す位置とにもとづいて、自己の相対位
置を把握する。
【０１３８】
　以上に述べたように、この実施の形態によれば、電波強度情報および受信電波強度によ
って把握した無線位置情報発信機１０からの距離と、無線位置情報発信機１０から受信し
た位置情報が示す位置とにもとづいて自己の相対位置を把握するため、無線位置情報発信
機１０の電波到達範囲内における位置精度を向上させることができる。
【０１３９】
実施の形態１７．
　図２２は、無線位置情報発信機１０の出力電力制御の第１７の実施の形態を説明するた
めの説明図である。
【０１４０】
　第１６の実施の形態では、１つの無線位置情報発信機１０の電波到達範囲内で位置精度
を向上させたが、この実施の形態では、複数の無線位置情報発信機１０の電波到達範囲内
で位置精度を向上させる。
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【０１４１】
　具体的には、例えば、第１６の実施の形態の方法を用いて、複数の無線位置情報発信機
１０からの距離をそれぞれ把握する。そして、それぞれの無線位置情報発信機１０から受
信した位置情報と、把握した距離とにもとづいて、自己の位置を計算（複数点（３点）測
量）して、自己の相対位置を把握する。
【０１４２】
　以上に述べたように、この実施の形態によれば、電波強度情報および受信電波強度によ
って把握した複数の無線位置情報発信機１０からの距離と、複数の無線位置情報発信機１
０から受信した位置情報が示す位置とにもとづいて自己の相対位置を把握するため、無線
位置情報発信機１０の電波到達範囲内における位置精度をさらに向上させることができる
。
【０１４３】
　以上に説明したように、上記の各実施の形態では、管理端末２０や携帯端末３０が把握
する位置の精度をより高くしたり、隣接する無線位置情報発信機間１０での電波干渉を防
止したりするために、それぞれの無線位置情報発信機の出力電力レベルを、簡単に、かつ
、状況の変化等に応じて柔軟に制御することができる。
【０１４４】
　また、無線位置情報発信機１０は、管理端末２０または携帯端末３０に、電波到達範囲
に応じたコンテンツ情報を提供する。すなわち、管理端末２０または携帯端末３０は、無
線位置情報発信機１０からの距離に応じた情報を受信することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１４５】
　本発明は、サービス範囲内の所定の随所に設けられ電波によって位置情報を発信する装
置から携帯端末に位置情報を送信して、携帯端末が、受信した位置情報にもとづいて位置
を把握し、端末装置が位置情報を用いて使用者の便を図るような応用に利用することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０１４６】
【図１】位置情報認識システムにおける装置配置例を示すシステム構成図である。
【図２】無線位置情報発信機の構成例を示すブロック図である。
【図３】管理端末の構成例を示すブロック図である。
【図４】携帯端末の構成例を示すブロック図である。
【図５】第１の実施の形態を説明するための説明図である。
【図６】第２の実施の形態を説明するための説明図である。
【図７】最適出力電力レベルを説明するための説明図である。
【図８】第３の実施の形態を説明するための説明図である。
【図９】第４の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１０】第５の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１１】第６の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１２】第７の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１３】第８の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１４】第９の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１５】第１０の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１６】第１１の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１７】第１２の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１８】第１３の実施の形態を説明するための説明図である。
【図１９】第１４の実施の形態を説明するための説明図である。
【図２０】第１５の実施の形態を説明するための説明図である。
【図２１】第１６の実施の形態を説明するための説明図である。
【図２２】第１７の実施の形態を説明するための説明図である。
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【符号の説明】
【０１４７】
　１０　　無線位置情報発信機
　２０　　管理端末
　３０　　携帯端末
　４０　　サーバ
　１００　電波到達範囲
　２００　通信ネットワーク
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】



(26) JP 4735546 B2 2011.7.27

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００４－２０７８４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              黒崎，斉藤，無線ＬＡＮを利用した位置情報システムの活用，COMPUTER&NETWORK LAN，２００３
              年１１月　１日，第21巻, 第11号，pp.49-56
              若山  郁夫，注目されるワイヤレスＬＡＮ  IEEE802.11gを導入しよう，COMPUTER&NETWORK LAN
              ，２００３年　９月　１日，第21巻, 第9号，pp.21-29

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ４／００－Ｈ０４Ｗ９９／００
              Ｈ０４Ｂ７／２４－Ｈ０４Ｂ７／２６


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

